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Ⅰ 令和 8 年度予算の編成にあたって 

 

１ 国の状況等 

わが国の経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果が緩やかな回復を支えるこ

とが期待される一方、今後の物価動向や米国の通商政策をめぐる動向などが景気を下押

しするリスクとなっています。 

政府においては、生活の安全保障・物価高への対応、危機管理投資・成長投資による

強い経済の実現、防衛力と外交力の強化を３つの柱とする｢『強い経済』を実現する総合

経済対策」を 11 月に策定し、令和 7 年度補正予算と一体として 8 年度予算を編成する

ことで、中小企業・小規模事業者を始めとする賃上げ環境の整備、危機管理投資・成長

投資の推進、未来に向けた投資の拡大、防災・減災・国土強靭化の推進、地方の伸び代

の活用と暮らしの安定等を着実に進めることとしています。 

8 年度の地方財政については、社会保障関係費、人件費の増加や物価高が見込まれる

中、地方団体が様々な行政課題に対応し、行政サービスを安定的に提供できるよう、地

方交付税等の一般財源総額について 7 年度を上回る額が確保される見込みです。 

 

２ 本市の財政状況と予算編成について 

7 年度の本市の財政状況は、歳入のうち市税収入は 184 億円程度を確保できる見込み

であり、普通交付税の臨時的増額等を合わせた一般財源収入は増加が見込まれる状況で

す。一方、7 年度末に向けては、全国的な大規模自然災害の発生を受けた本市の特別交

付税減額や、歳出では物価高騰による資材費等の高止まりが想定されることから、引き

続き収支の動向に注意する必要があります。 

8 年度の歳入は、7 年度当初予算と比較して、個人市民税で賃上げに伴う所得の増加に

よる 2.8 億円増、法人市民税で市内法人の事業形態の変化や収益見込の減少による 3.3

億円減を見込み、市税全体では 0.5 億円減の 184.5 億円を見込みます。また、一般財源

全体では、市税の減があるものの、地方消費税交付金や地方交付税の増等により、大き

な増収を見込むところです。 

一方、歳出では、複数の大規模投資事業の進捗に伴い、新ごみ処理施設整備事業費が

16.1 億円増、三田駅前Ｃブロック地区再開発事業費が 12.3 億円増、新統合中学校建設

事業費が 8.5 億円増となるなど、まちを次代へつなぐための財政需要が増大し、高齢化

の進行に伴う社会保障経費も含めて、予算規模は過去最大となる見込みです。 

こうしたことから、8 年度の予算編成に当たっては、建設事業債や公共施設等整備基

金等を活用し投資的経費に必要な財源を確保する中で、歳出類型別の上限（フレーム）

のコントロール等に努めたところですが、三田市民病院の指定管理者制度移行に伴う繰

出金やサンフラワー再建支援にかかる貸付など、特殊な財政需要が発生することから、

財政調整基金からの繰り入れを 7.5 億円計上することで、収支均衡を図りました。 
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３ 令和 8 年度の重点施策 

本市では、人口減少下にあっても元気な三田を創る「こどもを核としたまちづくり」

を具現化するため、令和 6 年度から「こども施策の再体系化」を進めるとともに、7 年

度には 4 つの「志向するまちの姿」を目標として設定し、6 つの無料化をはじめとする

様々な施策・事業を展開してきました。 

令和 8 年度の予算は、『選ばれるまち三田 ～暮らしやすさ実現予算～』と位置づけ、これ

までの成果を踏まえながら、本市の重点地域課題を解消するための取り組みを細やかに

実行することで、厳しい財政状況にあっても将来に向けた明るい未来が展望でき、市民

の皆さんに安心していただけるまちづくりを進めます。 

 

 【志向するまちの姿】 

①このまちでこどもを産み、育てることができて良かったと思えるまち 

②こどもが、大人になってもこのまちなら学びや交流などを通じて成長できると思えるまち 

③こどもが、どんな状況にあっても、このまちなら生涯にわたって自分らしく生き生きと暮ら

すことができると思えるまち 

④こどもにとって、安全かつ安心して生活できるインフラ、家庭・地域・教育・自然環境が整

っているまち 

 

４ 財政の健全化に向けた取り組み 

令和 7 年 2 月に策定した「三田市財政収支見通し」では、今後 10 年間に約 93 億円の

収支不足を見込む結果となり、新病院整備をはじめとする大規模投資事業等を見越した

財政的備えの必要性や、社会の変化に適切に対応し、魅力ある施策・事業を実施できる

だけの財政基盤の重要性について改めてお示ししたところです。 

こうした課題に正面から向き合い、市民の皆さんと共有し答えを見出すため、令和 7

年 12 月に「三田市未来への財政ロードマップ(期間：令和 7 年度～16 年度)」及び「第

1 次実行計画(期間：令和 7 年度～9 年度)」を策定しました。 

財政ロードマップ策定後の予算編成となる令和 8 年度においては、市民生活に直結す

る分野や将来への投資に必要な予算を確保しつつ、並行してロードマップ項目の具体化

を進めなければなりません。そのため、第 1 次実行計画に基づく歳入歳出両面の取組に

ついて本予算への反映を図りました。 

歳入：寄附・クラウドファンディングの推進による企業版ふるさと納税の強化、使用

料及び手数料の改定、さんだ生涯学習カレッジ受講料の適正化など、 

歳出：再エネ電力共同オークションの活用による庁舎等の光熱費の縮減、複合機の台

数精査によるペーパーレス化の推進、地域医療確保基金積立金など 

これら第 1 次実行計画に基づく各取組については、毎年度の決算において評価・検証

しながら実効性を高め、持続可能な行政運営を実現してまいります。 

 

-2-



(1)

11 事業 41億 6,593 万円

ア 移住定住促進

① 【新】 移住・定住への伴走支援 200 万円

② 【拡】 住み替え支援補助事業 4,040 万円

イ 市の認知度向上

① 【新】 三田市シティブランディング推進事業 1,850 万円

ウ 関係・交流人口の増加

① 【拡】 企業版ふるさと納税推進事業 480 万円

② 【拡】 三田市観光案内所統合及び機能拡充 6,307 万円

③ 【新】 登山道整備及び三田トレッキング開催事業 2,222 万円

エ まちの賑わい創出

① 三田駅前Ｃブロック地区 38億 1,164 万円

② 三田駅南側周辺地区整備事業 4,682 万円

③ 三田市まなびと交流・共創施設整備事業 2,049 万円

④ ニュータウン再生事業 2,369 万円

⑤ サンフラワー再建支援 1億 1,230 万円

(2)

7 事業 2億 1,344 万円

ア 農業の担い手育成

① 【拡】 生産者団体等によるＰＲイベント出展事業 31 万円

② 【新】 農業用ラジコン草刈機貸出事業 300 万円

③ 【拡】 小規模農家営農継続支援事業(中古農機への対象拡充) 750 万円

④ 農業構造転換支援事業(市之瀬ライスセンター改修補助金) 2億 79 万円

⑤ 【新】 農地利用推進（農地バンク登録促進補助）事業 100 万円

イ 産業の担い手育成

① 【新】 創業支援事業　起業・創業者コミュニティ運営事業 60 万円

② 【新】 伝統的工芸品指定PR動画作成 24 万円

(3)

4 事業 1億 8,468 万円

① 【拡】 郵送方式による大腸がん検診の開始 449 万円

② 【新】【拡】骨折予防対策事業 113 万円

③ 地域介護拠点整備補助事業 1億 7,133 万円

④ 地域介護・福祉空間整備等交付金 773 万円

(4)

2 事業 1億 2,432 万円

ア 地域主体のまちづくり

① 【拡】 ふるさと地域交付金 4,173 万円

イ 地域ぐるみの子育て

① 地域クラブ活動の設置・運営支援事業 8,259 万円

(5)

18 事業 21億 6,659 万円

ア 妊娠・出産応援

① 【新】 RSウイルス母子免疫ワクチン定期予防接種事業 1,510 万円

イ 発育支援

① 【新】 ５歳児健康診査実施事業 254 万円

ウ こころの健康

① 【拡】 自殺対策推進事業 54 万円

エ 子育て応援

① 【新】 こども誰でも通園制度 784 万円

② 【新】 放課後児童クラブ昼食提供支援事業（試行） 6 万円

③ 【新】 ひとり親家庭体験学習支援事業 335 万円

④ 【拡】 ひとり親家庭学び直し支援事業 88 万円

⑤ 【新】 小学校給食費の公費負担 3億 3,815 万円

地域のつながり強化

＜令和８年度重点施策＞
選ばれるまち三田　～暮らしやすさ実現予算～

人口減少抑制

担い手（人材）確保

健康寿命延伸

こどもの命を守り、育ちを支える
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オ 不登校対策

① 【拡】 こどものサポーター配置事業 3,255 万円

カ 学校園の安全対策

① 【新】 小中学校体育館空調設置事業 3,261 万円

② 中学校防犯カメラ設置事業 462 万円

③ 幼稚園・小中学校施設改修事業 6億 7,685 万円

④ 小中学校、給食センター施設維持補修費等 6,820 万円

キ 学校生活の充実

① 【新】 中学生サミット実施事業 22 万円

② 【拡】 小学校水泳授業民間施設利用事業 2,486 万円

③ 新統合中学校建設事業 9億 5,446 万円

④ 学校給食センター整備基本計画策定事業（債務負担行為：R8～R9　990万円） 0 　 円

ク 障害者（児）の自立支援

① 【新】 重度訪問介護利用者の大学修学支援 376 万円

(6)

8 事業 31億 9,141 万円

① 公園緑地マネジメント事業 1,895 万円

② 都市計画図の更新及び公園・街路樹情報の電子化事業 5,691 万円

③ 【拡】 公園管理報償金の見直し 1,504 万円

④ 道路・都市公園等植栽管理事業 3億 6,142 万円

⑤ 木と竹の駅プロジェクト推進事業 1,809 万円

⑥ 新ごみ処理施設整備事業 27億 650 万円

⑦ 第５次一般廃棄物処理基本計画策定事業 244 万円

⑧ 【拡】 クビアカツヤカミキリ対策事業 1,206 万円

(7)

12 事業 59億 4,998 万円

ア 地域医療の安心

① 新病院整備関連事業 24億 826 万円

② 市民病院事業会計支出金 16億 6,788 万円

イ 皆で支える地域公共交通

① 【拡】 公共交通の魅力発信事業 112 万円

② 【拡】 乗合交通導入運行事業 2,110 万円

ウ 非常時への備え

① 指令事務の共同運用事業 4億 5,261 万円

② 水槽付消防ポンプ自動車（3号車）更新 9,814 万円

③ 高規格救急自動車（94号車）更新 4,528 万円

エ 安全安心なインフラ

① アンダーパス冠水対策事業 820 万円

② 橋梁等長寿命化関連事業 4億 1,562 万円

③ 公園施設長寿命化対策事業 8,105 万円

オ 公共施設維持管理

① 公共施設維持補修費 7億 4,777 万円

② 総合文化センターのあり方検討事業 295 万円

(8)

3 事業 3,669 万円

① 【新】 戸籍証明書コンビニ交付サービス事業 1,705 万円

② 【新】 業務削減推進事業 1,804 万円

③ 【新】 市庁舎刷新計画推進事業 160 万円

(9)

1 事業 2億 5,265 万円

① 水道基本料金の免除 2億 5,265 万円

※【新】は新規事業、【拡】は拡充事業、それぞれ令和7年度当初予算の内容と対比したものです。

その他

美しいまち三田

安全安心で利便性にすぐれた基盤づくり

信頼される市役所
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【会計別当初予算の規模】

%

%

%

%

 ①一般会計

 ②特別会計

 増減の主な要因

　一般会計では、新ごみ処理施設整備事業費が16.1億円、三田駅前Cブロック地区再開発事
業費が12.3億円、中学校建設事業費が8.5億円、小学校施設改修事業費が5.5億円増加し、
一般会計全体では65.0億円の増となっています。

　特別会計では主に給付費の増等により、国民健康保険事業特別会計で4.4億円の増、後期高
齢者医療事業特別会計で3.2億円の増、介護保険事業特別会計で4.7億円の増となり、特別会
計全体では12.3億円の増となっています。

計 91,215,132 91,547,964 332,832 0.4

5.5

企 業 会 計 21,563,032 14,162,764 △ 7,400,268 △ 34.3

特 別 会 計 22,517,100 23,748,200 1,231,100

社 会 保 障 経 費
（ 扶 助 的 経 費 、
特 別会計支出金 ）

14,520,326 14,891,850 371,524

小学校施設改修事業費 20,764 573,859 553,095

三田駅前Ｃブロック地
区 再 開 発 事 業 費

2,585,988 3,811,638 1,225,650

一 般 会 計 47,135,000 53,637,000 6,502,000 13.8

主
　
な
　
増
　
減

新 ご み 処 理 施 設
整 備 事 業 費

1,100,685 2,706,500 1,605,815

中 学 校 建 設 事 業 費 100,875 954,463 853,588

Ⅱ　予算の全体概要

1 予算の規模

(単位:千円)

会　　　計 7年度予算　A 8年度予算　Ｂ 差引増減　B-A 伸び率

選ばれるまち三田 ～暮らしやすさ実現予算～

一般会計予算 ５３６億３,７００万円 対前年度比１３.８％増

全会計予算 ９１５億４,７９６万円 対前年度比 ０.４％増
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 ③企業会計

　市民病院事業会計は指定管理者制度の導入に伴い、診療を行う指定管理者が診療費を収
入しその診療にかかる費用を負担することとなるため、病院事業会計の入院・外来収益や材料
費・経費等が大幅に減少し、73.0億円の減、水道事業会計は建設改良費の増等により2.9億円
の増、下水道事業会計は建設改良費の減等により3.9億円の減となっています。

418.0 426.0 437.7 471.4
536.4

209.0 216.2 220.1
225.2

237.5

213.2 215.7 212.1
215.6

141.6
840.2

857.9 869.9
912.2 915.5

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0

800.0

900.0

1,000.0

R4 R5 R6 R7 R8

当初予算規模の推移
単位：億円

一般会計

企業会計

特別会計
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市税収入は、令和7年度当初予算より0.5億円の減収を見込んでいます。

その主な要因は次のとおりです。

・

・

・

見込んでいます。

固定資産税は、住宅用家屋の新築軽減適用終了等による増加はあるものの、償却資産の

減価償却により、0.4億円の減収を見込んでいます。

2 市税収入の状況

個人市民税は、寄附金控除等による減少があるものの、賃上げ等に伴う所得の増加により、

2.8億円の増収を見込んでいます。

法人市民税は、市内法人の事業形態の変化や収益見込を踏まえ、3.3億円の減収を

69.5 70.2 64.5 69.7 72.5

11.6 9.9 14.2
16.3 13.0

76.3 77.0 79.5
79.4 79.0

11.6 11.7 11.7
11.9 12.07.8 7.9 7.8
7.7 8.0

176.8 176.7 177.7
185.0 184.5

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

R4決算 R5決算 R6決算 R7当初予算 R8当初予算

単位：億円市税収入の状況

個人市民税

法人市民税

都市計画税

固定資産税

その他市税

〇市税収入は１８４．５億円で、対前年度当初比０．５億円減(０．３％減)

〇個人市民税は、寄附金控除等による減が見込まれるものの、賃上げ等

による所得の増加により２．８億円増収する見込みです。

〇法人市民税は３．３億円、固定資産税は０．４億円減収する見込みです。
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3 基金(貯金)残高の状況

4 債務(借金)残高の状況

財政調整

40.1 

財政調整

47.5 

財政調整

49.1 

減債

13.8 

減債

15.2 

減債

15.5 

公共施設

14.0 

公共施設

19.4 

公共施設

19.2 

ＮＴ

0.3 

ＮＴ

1.5 

ＮＴ

2.7 

病院

6.3 

病院

3.1 

その他特定目的

23.6 

その他特定目的

27.5 

その他特定目的

27.4 

98.2 

114.1 

114.0 

0 20 40 60 80 100 120

R8年度見込

R7年度見込

R6年度残高

※単位端数により合計が合わない場合があります

基金（一般会計分）の残高 （実績及び見込）
(単位:億円)

一般会計の債務残高（立替施行償還含む）は、令和８年度末見込で３３８．９億円

企業会計を含む全体の債務残高は、４４７．２億円（対前年度４７．４億円の増）

○財政調整基金のとりくずし７．５億円（対前年度３．０億円の増）を計上

○新病院整備に伴う将来的な財政負担に備え、地域医療確保基金を創設し、積立金

３．３億円を計上

○総額２６．８億円を活用し、令和８年度末残高見込は９８．２億円（対前年度１５．９億円

の減）

三田市の債務には、地方債の借入債務とニュータウン教育施設等の買い戻し債務（立替施行償還）が

あります。 8年度は新ごみ処理施設整備事業、新統合中学校建設事業、三田駅前Cブロック地区再開

発事業にかかる経費の増加に伴い事業地方債の残高が大きく増えるとともに、新病院整備に伴い企業

会計の地方債残高も増となる見込みです。今後も、市全体として地方債残高の増加傾向が継続するこ

とが予想されるため、 収支見通しを踏まえて適正にコントロールする必要があります。

立替施行

償還

0.2

立替施行

償還

0.3

立替施行

償還

0.5

財源補てん地方債

120.1 

財源補てん地方債

134.9 

財源補てん地方債

150.2 

事業地方債

218.6 

事業地方債

171.4 

事業地方債

150.0 

企業会計

108.3 

企業会計

93.2 

企業会計

93.9 

447.2 

399.8 

394.6 

0 100 200 300 400 500

R8年度見込

R7年度見込

R6年度残高

※単位端数により合計が合わない場合があります

(単位:億円)

一般会計 306.6

一般会計 338.9

一般会計 300.7

R7積立 16.3

R7とりくずし 16.2

R8積立 10.9

R8とりくずし 26.8

市全体（一般・企業会計）の債務残高 （実績及び見込）

8年度は、三田駅前一番館の修繕等に5.8億円（三田駅前一番館基金）、子ども医療費無料化、中学校

給食費無料化、小学校給食費の公費負担をはじめとした子どもの教育や子育て支援等に関する事業に4.0

億円（ありがとう！三田っ子応援基金）、公共施設の改修等に5.6億円（公共施設等整備基金）、その他特

定目的のために3.9億円をとりくずすとともに、三田市民病院の指定管理者制度移行に伴う一時的な負担や

サンフラワー再建支援にかかる財政需要への対応として7.5億円（財政調整基金）をとりくずし、合計26.8億

円を活用します。
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(単位：千円)

%

( ) ( ) ( ) ( % )

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

(※企業会計は、収益的支出と資本的支出を合計した予算額)

会 計 間 取 引 を 除 く
実 事 業 費 予 算

85,200,030 85,082,360 △ 117,670 △ 0.1

0.4

計 21,563,032 14,162,764 △ 7,400,268 △ 34.3

合　　　　　　　計 91,215,132 91,547,964 332,832

企
　
業
　
会
　
計
 

※

下 水 道 事 業 会 計 4,913,401 4,527,440 △ 385,961 △ 7.9

△ 60.3

水 道 事 業 会 計 4,546,702 4,833,043 286,341 6.3

市 民 病 院 事 業 会 計 12,102,929 4,802,281 △ 7,300,648

5.5

後期高齢者医療事業
特 別 会 計

3,217,900 3,535,000 317,100 9.9

計 22,517,100 23,748,200 1,231,100

△ 2.8

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計

8,433,600 8,906,900 473,300 5.6

駐 車 場 事 業
特 別 会 計

45,000 49,000 4,000 8.9

公 営 墓 地 整 備 事 業
特 別 会 計

28,400 27,600 △ 800

6,502,000 13.8

4.1

7.5（ う ち 、 他 会 計 支 出 金 ） 6,015,102 6,465,604 450,502

一 般 会 計 47,135,000 53,637,000

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計

10,792,200 11,229,700 437,500

Ⅲ　会計別当初予算の状況

会　　　　　計　　　　　名
令 和 ７ 年 度
当 初 予 算 額

令 和 ８ 年 度
当 初 予 算 額

増減率
増減額

(８年-７年)

-10-



(単位：千円)

① %

② %

%

%

③ %

%

%

④ %

%

%

%

%

%

⑤ %

%

%

%

%

%

%

%

%

%

⑥ %

%

%

⑦ %

⑧ %

⑨ %

%

%

%

計 23,869,209 29,557,169 5,687,960 23.8

合　　　　　　　計 47,135,000 53,637,000 6,502,000 13.8

借 換 債 0 0 0 -

建 設 事 業 債 3,568,200 5,878,200 2,310,000 64.7

臨 時 財 政 対 策 債 0 0 0 -

県 支 出 金 3,376,617 4,145,180 768,563 22.8

市 債 3,568,200 5,878,200 2,310,000 64.7

特 別 交 付 税 700,000 730,000 30,000 4.3

国 庫 支 出 金 9,081,992 10,684,089 1,602,097 17.6

地 方 交 付 税 3,867,000 4,152,000 285,000 7.4

普 通 交 付 税 3,167,000 3,422,000 255,000 8.1

地 方 特 例 交 付 金 93,000 191,700 98,700 106.1

交通安全対策特別交付金 10,000 10,000 0 0.0

ゴルフ場利用税交付金 85,000 87,000 2,000 2.4

環 境 性 能 割 交 付 金 82,000 0 △ 82,000 皆減

法 人 事 業 税 交 付 金 250,000 264,000 14,000 5.6

地 方 消 費 税 交 付 金 2,590,000 3,060,000 470,000 18.1

配 当 割 交 付 金 190,000 294,000 104,000 54.7

株式等譲渡所得割交付金 306,000 388,000 82,000 26.8

0.0

利 子 割 交 付 金 35,400 69,000 33,600 94.9

依
　
　
存
　
　
財
　
　
源

譲 与 税 ・ 交 付 金 3,975,400 4,697,700 722,300 18.2

地 方 譲 与 税 334,000 334,000 0

諸 収 入 1,243,807 991,316 △ 252,491 △ 20.3

計 23,265,791 24,079,831 814,040 3.5

寄 附 金 515,400 559,950 44,550 8.6

繰 越 金 1 1 0 0.0

そ の 他 1,925,793 1,790,249 △ 135,544 △ 7.0

財 産 収 入 166,585 238,982 72,397 43.5

財 政 調 整 基 金 繰 入 金 450,000 750,000 300,000 66.7

そ の 他 繰 入 金 1,272,232 1,979,416 707,184 55.6

使 用 料 及 び 手 数 料 955,107 967,271 12,164 1.3

繰 入 金 1,722,232 2,729,416 1,007,184 58.5

△ 1.1

分 担 金 及 び 負 担 金 164,773 140,148 △ 24,625 △ 14.9
自
　
　
主
　
　
財
　
　
源

市 税 18,497,886 18,452,747 △ 45,139 △ 0.2

分担金・負担金、使用料・手数料 1,119,880 1,107,419 △ 12,461

Ⅳ　一般会計予算の概要

1　歳入予算の内訳

科　　　目　　　名
令 和 ７ 年 度
当 初 予 算 額

令 和 ８ 年 度
当初予算額

増減額
(８年-７年)

増減率
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（歳入予算の内訳）

405.8億円
184.5

11.1
27.3

17.947.041.5

106.8

41.5

58.8

536.4億円

⑨市債(前年度比 +23.1億円、+64.7%)
・清掃施設整備事業債 16.5億円（+8.5億円）

・中学校施設整備事業債 8.8億円（+7.5億円）

・小学校施設整備事業債 4.2億円（+3.8億円）

・都市計画事業債 12.5億円（+1.9億円）

・社会福祉施設整備事業債 2.7億円（+1.6億円）

⑥普通地方交付税(前年度比 +2.6億円、+8.1%)
地方の財源不足の補塡である普通交付税は、国

の地方財政計画を踏まえ、R7年度当初予算対比

で増加、臨時財政対策債はR7年度当初予算同様

0円を見込む。

①市税(前年度比 -0.5億円、-0.3%)

個人市民税 72.5億円(+2.8億円)
・個人市民税所得割(現年) 70.5億円

（賃上げ等に伴う所得増による）

法人市民税 13.0億円（-3.3億円)
・法人市民税法人税割（現年） 9.3億円

（事業形態の変化や収益見込みによる）

固定資産税 79.0億円(-0.4億円)
・土地（現年） 19.6億円（-0.1億円）

・家屋（現年） 38.3億円（+0.4億円）

（新築軽減適用の終了等による ）

・償却（現年） 18.0億円（-0.7億円）

（経年に伴う資産減価による）

⑧県支出金(前年度比 +7.7億円、+22.8%)

・小学校給食費負担軽減事業補助金

3.1億円（皆増）

・農業構造転換支援事業補助金

2.0億円（皆増）

・地域介護拠点整備費補助金 1.7億円（+1.4億円）

・障害者介護給付費等負担金 5.5億円（+0.9億円）

⑤譲与税・交付金(前年度比 +7.2億円､+18.2%)

・地方消費税交付金 30.6億円

（県税の見込み増による +4.7億円）

・配当割交付金 2.9億円

（県税の見込み増による +1.0億円）

・地方特例交付金 1.9億円

（国の税制改正による環境性能割交付金等の

減収補塡による +1.0億円）

・環境性能割交付金 0億円

（国の税制改正による -0.8億円皆減）

⑧県支出金

⑨市債

④その他自主財源

34.2

31.7

39.0

0.0

0.0

1.2

34.2

31.7

40.2

R8予算

R7予算

R6決算

普通交付税 臨時財政対策債

◎普通交付税と臨時財政対策債の推移 ◎市債発行状況

歳入総額 ①市 税

②分担金･負担金､

使用料･手数料

③繰入金⑤譲与税・交付金

⑥地方交付税

⑦国庫支出金

自主財源（①～④）

の割合44.9％

⑦国庫支出金（前年度比 +16.0億円、+17.6%）

・社会資本整備総合交付金（三田駅前Cブロック)

25.7億円(+8.3億円)

・循環型社会形成推進交付金

8.7億円(+6.9億円）

・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

2.9億円(-3.2億円)

・障害者自立支援事業費等負担金

11.2億円(+1.9億円)

（単位：億円）

内訳は主な経費（増減額）

（単位：億円）

(単位：億円)
＊端数処理により合計が

異なる場合あり。

③繰入金(前年度比 +10.7億円、+62.0%)

・財政調整基金繰入金 7.5億円（+3.0億円）

・三田駅前一番館基金繰入金 5.8億円（+4.8億円）

・公共施設等整備基金繰入金 5.6億円（+2.1億円）

58.8 

35.7 

40.0 

1.2 2.6

R8予算

R7予算

R6決算

建設事業債 臨時財政対策債 借換債

58.8

43.8

35.7
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(単位：千円)

① %

② %

③ %

%

④ %

%

⑤ %

⑥ %

⑦ %

%

⑧ %

⑨ %

⑩ %

⑪ %

%

%

%

消 防 費

教 育 費 5,906,365 1,375,384

14.7

13.8

30.4

6,015,102

土 木 費

他 会 計 支 出 金 計

2　歳出予算の内訳(目的別)

科　　　目　　　名
令 和 ７ 年 度
当初予算額

令 和 ８ 年 度
当初予算額

議 会 費

総 務 費

民 生 費

1,608,280 1,922,980 314,700

188,722

17,238,096 18,022,867 784,771

41,119,898 47,171,396 6,051,498

188,5481,642,897 1,831,445

3,167,467

△ 7.1△ 52,920

7.5

11.5

6,502,000

う ち 他 会 計 支 出 金
( 国 保 ・ 介 護 ・ 後 期 高 齢 )

う ち 他 会 計 支 出 金
( 墓 地 ・ 病 院 ・ 水 道 )

う ち 他 会 計 支 出 金
( 下 水 道 )

53,637,000

公 債 費

予 備 費

4,530,981

衛 生 費

農 林 業 費

商 工 費

5,538,474

3,847,580

6,668,020

3,107,273

747,964 695,044

47,135,000

7,510,426

8,212,448

直 接 事 業 予 算 計

△ 1.9

30,000 30,000 0 0.0

合　　　　　　　　　計

6,465,604 450,502

△ 60,194

4.6

23.2

35.6

34.8

326,263 528,891 202,628 62.1

19.6

873,607 225,623

3,658,858

1,544,428

1,971,952

647,984

5.2

増減率

337,746 329,373 △ 8,373 △ 2.5

7,007,072 7,284,305 277,233 4.0

増減額
(８年-７年)
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（歳出目的別予算の内訳） 3.3

72.8

180.2

75.1

8.7

5.3

82.1

18.3 59.1
31.1

0.3

536.4億円

⑨教育費 (前年度比 +13.8億円、+30.4%)

・中学校建設事業費 9.5億円（+8.5億円）

・小学校施設改修事業費 5.7億円（+5.5億円）

・有馬富士自然学習センター管理運営費

0.3億円（-1.2億円）

・中学校施設改修事業費 0.7億円（皆増）

・幼稚園園舎改修事業費 0.9億円（+0.6億円）

③民生費 (前年度比 +7.8億円、+4.6%)

・自立支援給付事業費 22.5億円（+3.9億円）

・地域介護拠点整備補助事業費

1.7億円（+1.4億円）

・施設型給付費（認定こども園）

20.2億円（+1.2億円）

・子育て支援医療費助成事業費

6.1億円（+1.0億円）

⑩公債費 (前年度比 -0.6億円、-1.9%)

・市債償還元利金 31.1億円（-0.6億円）

⑤農林業費

⑪予備費

⑥商工費

①議会費

③民生費

②総務費
⑩公債費

⑨教育費

⑦土木費

④衛生費

(単位：億円)
＊端数処理により合計が

異なる場合あり。

31.1

31.7

34.1 2.6

R8

R7

R6

通常分 銀行資金借換分

（単位：億円）◎市債償還の状況

7.5

7.1

7.1

14.3

13.8

14.1

16.7

15.7

14.9

R8

R7

R6

国民健康保険 後期高齢者医療介護保険

◎民生関係会計への支出金（繰出金）の状況 （単位：億円）

歳 出 総 額

⑧消防費 (前年度比 +1.9億円、+11.5%)

・消防指令業務共同運用事業費

4.5億円（+1.1億円）

・消防施設整備事業費 0.8億円（+0.7億円）

⑧消防費

内訳は主な経費（増減額）

⑤農林業費 (前年度比 +2.3億円、+34.8%)

・農業構造転換支援事業 2.0億円（皆増）

④衛生費 (前年度比 +19.7億円、+35.6%)

・新ごみ処理施設整備事業費

27.1億円（+16.1億円）

・水道会計支出金 2.5億円（+2.5億円）

⑦土木費 (前年度比 +15.4億円、+23.2%)

・市街地再開発事業費（三田駅前Cブロック地区）

38.1億円（+12.3億円）

・市街地再開発事業費（三田駅前一番館）

7.7億円（+5.3億円）

・体育館管理運営費（城山公園、駒ケ谷運動公園）

1.0億円（-2.0億円）

②総務費 (前年度比 +2.8億円、+4.0%)

・地域医療確保基金積立金 3.3億円（皆増）

・市民センター施設修繕費 0.6億円（-1.5億円）

・電子計算処理事業費 3.5億円（-1.5億円）

・戸籍住民基本台帳事務費 1.3億円（+0.9億円）

・地域鉄道活性化等事業費補助金

0.8億円（+0.4億円）

・移住ＵＩＪターン促進事業費 0.7億円（+0.3億円）

⑥商工費 (前年度比 +2.0億円、+62.1%)

・中小企業貸付金 1.1億円（皆増）

・三田市観光案内所運営事業費

0.6億円（皆増）

・広域観光連携事業費 0.4億円（+0.4億円）
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(単位：千円)

① %

② %

%

%

③ %

%

%

④ %

⑤ %

⑥ %

%

%

%

⑦ %

⑧ %

⑨ %

⑩ %

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

2.0

　銀行資金借換分 -

公 債 費

　物価高騰対応重点支援
　給付金給付事業費

380,000 0 △ 380,000 皆減

増減率

人 件 費 9,219,371 9,488,962 269,591 2.9

扶 助 費 10,819,409 11,001,124 181,715 1.7

388,290 20.9

3　歳出予算の内訳(性質別)

科　　　目　　　名
令 和 ７ 年 度
当 初 予 算 額

令 和 ８ 年 度
当初予算額

増減額
(８年-７年)

　自立支援給付事業費 1,857,660 2,245,950

3.9

1,641,129

1.7

△ 60,193 △ 1.9

　通常償還分 3,167,464 3,107,271 △ 60,193 △ 1.9

3,167,464 3,107,271

0 0 0

計 23,206,244 23,597,357 391,113

26.6

△ 1.7

81.1

16.2

△ 26.4

3,892,226 189,809

　その他補助事業

　水道・下水道会計支出金 749,204 948,648 199,444
行
　
政
　
経
　
費

物 件 費 8,431,173 8,291,772 △ 139,401

　市民病院会計支出金 1,605,540 1,667,876 62,336

維 持 補 修 費 245,402 444,441 199,039

補 助 費 等

義
　
務
　
的
　
経
　
費

繰　　　出　　　金
(国民健康保険・
介護保険事業会計等）

13.8

58.4

100,754 951,290 850,536 844.2

2,146,812 246,834 13.0

5,520,186 2,034,789

2,541,532 3,495,873 954,341 37.5

31,320 11,870 △ 62.1

6,617,959 11,336,548 4,718,589 71.3

　その他扶助費 8,581,749 8,755,174 173,425

△ 19,450

2,308,619 1,748,909

予 備 費 30,000 30,000 0

積 立 金 704,888 1,087,679

3,485,397

1,899,978

3,995,873 4,643,816 647,943

540,800 397,771 △ 143,029

合　　　　　　　　　計 47,135,000 53,637,000 6,502,000

　中学校建設事業費

単 独 事 業 費

立替施行償還金

312.5

5.1

投資・出資・貸付金 201,044 313,161 112,117 55.8

⑪
投
　
資
　
的
　
経
　
費

補 助 事 業 費 4,045,107 7,828,805 3,783,698

計

382,791

計 17,310,797 18,703,095 1,392,298

　新ごみ処理施設整備事業費

　その他単独事業

559,710

　新ごみ処理施設整備事業費

2,027,292 386,163 23.5　その他補助費等

3,702,417

54.3

0.0

8.0

93.5
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（歳出性質別予算の内訳）

　
　

94.9 

110.0 

31.1 

82.9 

4.4 

46.4 

38.9 

3.1 

10.9 
0.3 

113.4 

⑥補助費等 (前年度比 +6.5億円、+16.2%)

・市民病院会計支出金 16.7億円（+0.6億円）

・水道会計支出金 2.5億円（+2.5億円）

・下水道会計支出金 7.0億円（-0.5億円）

・市街地再開発事業費（三田駅前一番館）

3.6億円（+2.8億円）

・地域部活動推進事業費 0.8億円（+0.5億円）

44%

35%

21%

①人件費 (前年度比 +2.7億円、+2.9%)

・給与費(給料+手当) 54.2億円（+1.9億円）
（市民病院からの転任等による増）

歳出総額

536.4億円

94.9 

92.2 

89.0 

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

R8

R7

R6

◎補助費等の内訳

④物件費 (前年度比 -1.4億円、-1.7%)

・電子計算処理事業費 3.4億円（-1.4億円）

・戸籍住民基本台帳事務費 1.3億円（+0.9億円）

・消防車両・機器等維持管理費 0.1億円（-0.5億円）
◎物件費の推移

⑪投資的経費(前年度比 +47.2億円、+71.3%)

・新ごみ処理施設整備事業費
27.1億円（+16.1億円）

・市街地再開発事業費（三田駅前Cブロック地区）
38.1億円（+12.4億円）

・中学校建設事業費 9.5億円（+8.5億円）
・小学校施設改修事業費 5.5億円（+4.8億円）
・農業構造転換支援事業 2.0億円（皆増）

◎主な投資的経費の推移

義務的経費

行政経費

◎人件費の推移

⑧投資･出資･

貸付金

③公債費

②扶助費

①人件費

④物件費

⑥補助費等

⑦繰出金

⑩予備費
⑨積立金

⑪投資的経費

46.5 

16.5 

50.3 

22.1 

3.8 

40.0 

19.7 

10.9 

22.7 

0 10 20 30 40 50

その他

教育施設

整備

道路橋梁等

整備

R6

R7

R8

②扶助費 (前年度比 +1.8億円、+1.7%)

・自立支援給付事業費 22.5億円（+3.9億円）

・物価高騰対応重点支援給付金給付事業費

0億円（-3.8億円皆減）

・子育て支援医療費助成事業費 6.1億円（+1.0億円）

・福祉医療費助成事業費 3.7億円（+0.5億円）

◎扶助費の推移

110.0 

108.2

93.9

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100110

R8

R7

R6

82.9 

84.3

78.8

10 20 30 40 50 60 70 80 90

R8

R7

R6

内訳は主な経費（増減額）

（単位：億円）

（単位：億円）
（単位：億円）

20.3 

16.4 

15.1 

9.5 

7.5 

7.6 

16.7 

16.1 

16.0 

0 5 10 15 20 25

R8

R7

R6

病院会計支出金

その他補助費等

上下水道会計支出金

（単位：億円）

（単位：億円）

(単位：億円)
＊端数処理により合計が

異なる場合あり。

⑤維持補修費 (前年度比 +2.0億円、+81.1%)

・市街地再開発事業費（三田駅前一番館）

2.2億円（+2.0億円）

⑤維持補修費
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Ⅴ 選ばれるまち三田 ～暮らしやすさ実現予算～ 

 
(1)人口減少抑制 

 

  ア 移住定住促進 
 

① 【新】移住・定住への伴走支援（移住定住促進課） 
 

≪事業の目的≫ 

移住促進の取り組みとして、移住検討者のニーズに
即した個別最適な伴走支援を実施し、再来訪の仕組み
づくりなど移住までの継続的な関係を構築します。移
住後には、地域とのつながりづくりや地域活動への参
画を促進します。 

 
≪事業の内容≫ 

 オーダーメイドさんだツアーの設計・運営、ツアー実施 120 万円 
 移住検討者の個別プロファイル作成、移住までのフォローアップ 75 万円 
 追跡レポート・実績報告の作成、事業の検証・分析 5 万円 

 
 
 
 

② 【拡】住み替え支援補助事業（移住定住促進課） 
 

≪事業の目的≫ 

若者の定住を促進するため、市内の新築・中古住
宅を購入する若年世帯等へ補助を行います。また、
対象住宅のリフォームを行った場合のリフォーム補
助を新設します。さらに、市外から転入の場合は三
田の農産品を贈呈するなど、移住促進を図ります。 

 
≪事業の内容≫ 

◆住宅取得費補助金（住みかエ～ル補助制度）  3,815 万円 
・対象者：若年世帯・子育て世帯・若年独身世帯 
・【拡】対象住宅を市内事業者でリフォームした場合に加算する 

 
 
 
 

◆【拡】市外からの転入者へ三田の農産品を贈呈   225 万円 
 
 
 
 

  

基礎額 市外転入加算 市街化調整区域加算 市内在勤加算 リフォーム加算 

10 万円 10 万円+農産品 10 万円 20 万円 10 万円 

事 業 費 4,040 万円 

財 

源 

国 ・ 県 606 万円 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 3,434 万円 

 

事 業 費 200 万円 

財 

源 
国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 200 万円 
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 イ 市の認知度向上 
 

① 【新】三田市シティブランディング推進事業（まちのブランド観光課） 
 

≪事業の目的≫ 

人口減少社会においても三田の豊かな暮らしを次
世代へつなぐため、市外から人や活力を呼び込み、市
民が誇りを持てる「選ばれるまち」としてのブランド
価値を確立します。 

 
≪事業の内容≫ 

観光・移住・物産など個別に発信されていた魅力を統一した「三田ブランド」として束ね、
「三田らしさ」を象徴するロゴやメッセージ等の資産を整備し、市内外に効果的に届ける仕
組みを作ります。 

 三田市シティブランディング推進業務委託 

 
 
 

  ウ 関係・交流人口の増加 
 

① 【拡】企業版ふるさと納税推進事業（公民連携推進課） 
 

≪事業の目的≫ 

地域の課題解決や活性化など本市の地域創生を目
的とした様々な事業に対して、企業からの寄附を活用
することで、さらなる魅力向上や持続可能なまちづく
りを推進します。 

 
≪事業の内容≫ 

 子ども･子育て支援や産業･観光振興事業など、本市の地域創生を目的とする事業に対し
企業から寄附を募集 

 企業訪問や募集専用サイトの活用等による様々な取組やプロジェクトの発信 
 中間支援事業者の活用（マッチング、サイト機能の活用等）など 

 
 
 
 

② 【拡】三田市観光案内所統合及び機能拡充（まちのブランド観光課） 
 

≪事業の目的≫ 

現在 3ヵ所に分散している観光推進拠点を「三田市
観光案内所」として統合するほか、新たに観光コンシ
ェルジュを配置することで、滞在型観光を推進し、交
流人口及び観光消費の拡大を図ります。 
 
≪事業の内容≫ 

 観光案内所整備工事費 5,350 万円 
 観光案内所管理運営業務委託 407 万円 
 観光案内所賃料 196 万円 
 電話回線・ネットワーク構築・備品購入費等 354 万円 

 

 

 
 

事 業 費 1,850 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 1,850 万円 

 

事 業 費 6,307 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 4,810 万円 

諸 収 入 32 万円 

市 税 等 1,465 万円 

 

事 業 費 480 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 480 万円 
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③ 【新】登山道整備及び三田トレッキング開催事業（まちのブランド観光課・里山保全課） 
 

≪事業の目的≫  

登山道の整備を行うとともに、登山道を活用した周
遊プログラムを実施することで、登山客による市内観
光消費の拡大を図ります。 
 
 

≪事業の内容≫ 

 羽束山登山道口トイレの水洗化整備 1,832 万円 
 登山道整備事業（ナナマツの森） 285 万円 
 ナナマツの森等登山道周辺枯損木伐採 10 万円 
 登山道を活用した周遊プログラム実施 95 万円 

 
 
 
 エ まちの賑わい創出  

  
① 三田駅前Ｃブロック地区（都市整備課） 
 

≪事業の目的≫ 

Ａブロック（三田駅前一番館等）、Ｂブロック（三
田駅前ハートシティ）、Ｄブロック（レバンテ三田）
との相乗効果により、三田駅周辺の活性化と都市機能
の充実を図るため、Ｃブロック地区等の整備を推進し
ます。 

  
≪事業の内容≫ 

三田駅前Ｃブロック地区市街地再開発事業にかかる道路整備工事、施設建築物本体工事等を
実施する施行者に公共施設管理者負担金、補助金を交付します。 

 
 公共施設管理者負担金 3 億 8,600 万円 
 市街地再開発事業費補助金 34 億 2,521 万円 
 事務費等 43 万円 

 
 
 
 

② 三田駅南側周辺地区整備事業（建設課） 
 

 

≪事業の目的≫ 

令和 9年度の Cブロック開業に合わせて、三田駅南
側に設置されている駅前シェルターの修繕や案内板
の改修を実施し、魅力ある市の玄関口の創出と三田駅
周辺の賑わい創出に取り組みます。 
 

 
≪事業の内容≫ 

 三田駅南側シェルター修繕工事 4,427 万円 
 三田駅周辺既存案内板改修工事 255 万円 

 
 
 
 
 

事 業 費 38 億 1,164 万円 

財 

源 

国 ・ 県 25 億 7,050 万円 

市 債  12 億  930 万円 

そ の 他  - 

市 税 等 3,184 万円 

 

事 業 費 2,222 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 1,470 万円 

そ の 他 - 

市 税 等 752 万円 

 

事 業 費 4,682 万円 

財 

源 

国 ・ 県 128 万円 

市 債 3,320 万円 

そ の 他 - 

市 税 等 1,234 万円 
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③ 三田市まなびと交流・共創施設整備事業（公民連携推進課） 
 

≪事業の目的≫ 

若者や子育て世代を中心とした幅広い世代へ、学び
や交流の場を提供し、駅前の賑わいを創出する「三田
市まなびと交流・共創施設」を整備します。 

 
≪事業の内容≫ 

 公益的施設の開館に向けて、整備工事等を行います。 
・内装工事費（債務負担行為：R8 0 円、R9 4 億 395 万円） 
・ネットワーク設備等工事費 398 万円 
・工事監理業務委託 1,194 万円 
・開館前準備業務委託（会員先行募集等） 397 万円 
 （債務負担行為：R9 86 万円） 
・その他事務費 60 万円 

 R9 年 6 月オープンに向けて、指定管理者の募集を行います。 
（債務負担行為：R8 0 円、R9～R13 2 億 1,628 万円） 

 
 
 
 

④ ニュータウン再生事業（都市デザイン課） 

 

≪事業の目的≫ 

フラワータウンでは「フラワータウン再生アクショ
ンプラン Vol.02」に基づき、まちの人口循環を促すた
めの賃貸住宅供給に向けた事業可能性調査を実施し
ます。 

また、フラワータウン駅周辺の活性化により目指す
将来の姿を具体化するため、地域住民や事業者、関係
機関などの思いを共有するワークショップなどを実
施し、社会実験を通じた必要な機能の検証にも引き続
き取り組みます。 

つつじが丘地区では、地域住民、開発事業者、市、
民間事業者の各主体が連携した再生のための取り組
みを具体化し、地域への情報発信・共有を図ります。 
 

≪事業の内容≫ 

 フラワータウンでの賃貸住宅供給に向けた事業可能性調査 1,670 万円 
 フラワータウンでのワークショップ等の運営に要する経費 130 万円 
 フラワータウンセンター地区における社会実験実施補助 550 万円 
 つつじが丘でのまちづくりに向けた協議の運営に要する経費 14 万円 
 その他事務費等 5 万円 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 費 2,049 万円 

財 

源 

国 ・ 県 1,011 万円 

市 債 530 万円 

そ の 他 - 

市 税 等 508 万円 

 

事 業 費 2,369 万円 

財 

源 

国 ・ 県 1,670 万円 

市 債  - 

そ の 他  - 

市 税 等 699 万円 
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⑤ サンフラワー再建支援（産業政策課） 
 

≪事業の目的≫ 

市が出資している第三セクターである株式会社サ
ンフラワー(三田市弥生が丘１-１-２)に対し、経営再
建をバックアップするための財政的支援を実施しま
す。 
 

≪事業の内容≫ 

 サンフラワー再建支援貸付金  
・修繕経費（エレベーター等） 1 億 500 万円 
・その他経費（人件費） 730 万円 

 
 
 

(2)担い手（人材）確保 

 

  ア 農業の担い手育成 
   
① 【拡】生産者団体等によるＰＲイベント出展事業（農業振興課） 
 

≪事業の目的≫ 

生産者団体等がマルシェなどのイベントに出展し、
三田産農畜産物の販売、試食などを行うことで、農畜
産物のブランド力強化、新たな販路拡大を図ります。 

 
≪事業の内容≫ 

 生産者団体等のブース運営に対する報償金 21 万円 
 ブース出展に伴う出展負担金 5 万円 
 その他事務費 5 万円 

 
 
 
 

② 【新】農業用ラジコン草刈機貸出事業（農業振興課） 
 

≪事業の目的≫ 

ラジコン草刈機を安価で手軽に借りられる仕組み
を整備することにより、農業者にとって特に負担の大
きい草刈作業の負担軽減を図り、農業者の営農継続を
支援します。 

 
≪事業の内容≫ 

◆ ラジコン草刈機貸出業務委託料      300 万円 (債務負担行為:R9～R10 600 万円) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 費 1 億 1,230 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 1 億 1,230 万円 

 

事 業 費 31 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 31 万円 

 

事 業 費 300 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 300 万円 
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③ 【拡】小規模農家営農継続支援事業(中古農機への対象拡充)（農業振興課） 
 

≪事業の目的≫ 

 中山間地域など営農条件が厳しく農地の集積が難
しい小規模農家に対する農業機械の導入支援事業の
補助対象に、農業者のニーズや農業機械の供給状況を
踏まえ、新たに中古農機を加えます。 

 
≪事業の内容≫ 

 【拡】農業機械の導入支援 
・補助率 ：1/10（上限 30 万円） 
・対象者 ：主に出荷を目的として市内で 30ａ以上の農地を耕作する小規模農家 
・対象農機：田植機、コンバイン、トラクター、アタッチメント（中古農機を含む） 

 
 
 
 

④ 農業構造転換支援事業(市之瀬ライスセンター改修補助金)（農業振興課） 
 

≪事業の目的≫ 

農業の構造転換の実現に向け、地域農業を支える老
朽化した共同利用施設の再編･集約･合理化に向けた
取り組みに対し支援を行います。 

 

≪事業の内容≫ 

 市之瀬ライスセンター設備改修補助 
 
 
 
 

⑤ 【新】農地利用推進（農地バンク登録促進補助）事業（農業委員会事務局) 
 

≪事業の目的≫ 

農業従事者の高齢化や後継者不足により耕作できな
い農地（遊休農地・耕作放棄地）を新たな農業担い手へ
結びつける（マッチング）ため、安心して農地を貸し借
りできるよう農地提供者への助成を行い、農地の有効活
用と農業生産の確保を推進します。 

 

≪事業の内容≫ 

 農地提供者に対する農地バンク登録促進補助（10a あたり 2万円）   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 費 2 億 79 万円 

財 

源 

国 ・ 県 2 億 79 万円 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 - 

 

事 業 費 750 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 750 万円 

 

事 業 費 100 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 100 万円 
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  イ 産業の担い手育成 
 

① 【新】創業支援事業 起業･創業者コミュニティ運営事業（産業政策課） 
 

≪事業の目的≫ 

起業家精神(アントレプレナーシップ)に溢れる女
性起業家のコミュニティの場や、起業して間もない方
と先輩起業者の定期的な交流機会などを創出するこ
とにより、新たな価値の創造やまちの活性化を促しま
す。 
 

≪事業の内容≫ 

 女性起業家交流イベント事業     30 万円 
 起業･創業者コミュニティ交流事業(4 回開催)     30 万円 

 
 
 

 
② 【新】伝統的工芸品指定 PR 動画作成（産業政策課） 
 

≪事業の目的≫ 

昨年 8月に兵庫県の伝統的工芸品に指定された「三
田青磁」の魅力を若い世代にも視覚的に幅広く周知を
行うために SNS 等を通じてショート動画を発信し、積
極的な周知に取り組みます。 
 
≪事業の内容≫ 

 三田青磁魅力発信動画（2本）作成業務委託 
 
 
 

(3)健康寿命延伸 
 

① 【拡】郵送方式による大腸がん検診の開始（健康増進課） 
 

≪事業の目的≫ 

集団健診のみで実施している大腸がん検診につい
て、新たに郵送方式を開始し、検診受診機会を拡大す
ることで、大腸がんの早期発見・早期治療による健康
寿命の延伸をめざします。 

 
≪事業の内容≫ 

◆ 郵送方式による大腸がん検診委託料 282 万円 
◆ システム改修費 140 万円 
◆ その他事務費 27 万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 費 449 万円 

財 

源 

国 ・ 県 11 万円 

市 債 - 

諸 収 入 35 万円 

市 税 等 403 万円 

 

事 業 費 60 万円 

財 

源 

国 ・ 県 30 万円 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等   30 万円 

 

事 業 費 24 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等   24 万円 
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② 【新】【拡】骨折予防対策事業（健康増進課） 
 

≪事業の目的≫ 

骨折・骨粗しょう症予防にかかる啓発キャンペーン
を展開するとともに、骨粗しょう症検診の対象拡大や、
高齢者の骨折予防対策に取り組み、骨折による要介護
状態の抑制、健康寿命の延伸をめざします。 

 
≪事業の内容≫ 

◆ 【拡】骨粗しょう症予防にかかる啓発キャンペーンの実施 16 万円 
◆ 【拡】75 歳以上男性の骨粗しょう症検診委託料 34 万円 
◆ 【新】日常生活圏域における骨折予防教室の開催（地域包括支援センター共催） 

 63 万円 
 
 
 
 

③ 地域介護拠点整備補助事業（介護保険課） 
 

≪事業の目的≫ 

「第９期三田市介護保険事業計画」に基づき、新た
に地域密着型サービスを整備する事業者に対し、工事
費用や開設準備にかかる費用の支援を行い、在宅で介
護が必要な人が安心して生活を続けられる環境を整
えます。 

 
≪事業の内容≫ 

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所の整備・開設 2,473 万円 
 認知症対応型共同生活介護事業所の整備・開設 6,015 万円 
 看護小規模多機能型居宅介護事業所の整備・開設 8,645 万円 

 
 
 
 

④ 地域介護・福祉空間整備等交付金（介護保険課） 
 

≪事業の目的≫ 

老朽化に伴う大規模な施設修繕等を実施する介護
サービス事業所に対し、改修費用の支援を行い、利用
者・介護職員の安全性確保や地域における安定的かつ
継続的なサービス提供の促進を図ります。 

 
≪事業の内容≫ 

 認知症高齢者グループホーム等防災改修等支援事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 費 773 万円 

財 

源 

国 ・ 県  773 万円 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 - 

 

事 業 費 113 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

諸 収 入 63 万円 

市 税 等 50 万円 

 

事 業 費 1 億 7,133 万円 

財 

源 

国 ・ 県 1 億 7,133 万円 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 - 
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事 業 費 8,259 万円 

財 

源 

国 ・ 県 589 万円 

市 債  - 

基 金 129 万円 

市 税 等 7,541 万円 

 

(4)地域のつながり強化 

 

  ア 地域主体のまちづくり 
 

① 【拡】ふるさと地域交付金（地域づくり推進課） 
 

≪事業の目的≫ 

協働のまちづくりの実現に向け、まちづくり協議会
が多様な主体と連携・協力しながら、地域の課題解決
に向けた活動を自主的かつ継続的に展開していくた
めの取組みを支援します。 

 
≪事業の内容≫ 

 地域活性化支援（1 団体あたり上限 200 万円） 
 【拡】若者・現役世代の参加促進や地域外の団体等との連携に対する加算 

（1団体あたり上限 5万円） 
 
※ 市民活動基金を活用して実施します。 

 
 
 
  イ 地域ぐるみの子育て 
 

① 地域クラブ活動の設置・運営支援事業（地域クラブ推進課） 
 

≪事業の目的≫ 
子どもたちが、生涯にわたって多様なスポーツ・文

化芸術活動に取り組むことのできる環境を確保する
ため、R８年度中に中学校の部活動を地域クラブ活動
に移行します。円滑な地域展開にあたり、R７～９年
度の３年間を実証期間と位置づけ、地域クラブ活動へ
の支援のあり方などを検討します。 

 

≪事業の内容≫ 

 地域クラブ活動への支援 
・創設支援補助金（１クラブあたり上限 15 万円） 600 万円 
・指導者謝金 7,200 万円 
・スクールバス等による送迎支援 330 万円 
・中学校グラウンド等使用のための夜間照明機器購入 129 万円 

 
※ ありがとう！三田っ子応援基金を活用して実施します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 費 4,173 万円 

財 
源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

基 金 4,173 万円 

市 税 等 - 
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(5)こどもの命を守り、育ちを支える 

 

  ア 妊娠・出産応援 
 

① 【新】RS ウイルス母子免疫ワクチン定期予防接種事業（子ども政策課） 
 

≪事業の目的≫ 

妊婦に対し RS ウイルス母子免疫ワクチン定期予防
接種を行い、出産後の新生児等が罹患すると重症化し
やすい RS ウイルス感染症の発生及び重症化予防を図
ります。 

 
≪事業の内容≫ 

 対象者：妊娠 28 週 0 日から 36 週 6 日の妊婦 
 委託料等 1,376 万円 
 ワクチン代、印刷製本費 134 万円 

 
 
 

  イ 発育支援 
 

① 【新】５歳児健康診査実施事業（子ども政策課） 
 

≪事業の目的≫ 

 ５歳児健康診査を実施することにより、こどもの特
性を早期に発見し、特性に合わせた適切な支援を行う
とともに、生活習慣、その他の育児に関する相談を行
い、幼児の健康の保持及び増進を図ります。 

 
≪事業の内容≫ 

 医師、保健師、保育士、臨床心理士等に対する報償費 194 万円 
 消耗品費、印刷製本費等 60 万円 

 
 
 
 

 ウ こころの健康  

 
① 【拡】自殺対策推進事業（地域福祉課） 
 

≪事業の目的≫ 

自殺者数の減少に向け、自損行為等に至った方に対
して公認心理士等によるこころのケア相談（カウンセ
リング）を実施し、医療機関等必要な支援へのつなぎ
を行うことで、自殺予防支援の強化を図ります。 

  
 
≪事業の内容≫ 

◆ 公認心理士又は臨床心理士等によるカウンセリング委託費 
 
 
 
 
 

事 業 費 54 万円 

財 

源 

国 ・ 県 36 万円 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 18 万円 

 

事 業 費 1,510 万円 

財 
源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 1,510 万円 

 

事 業 費 254 万円 

財 

源 

国 ・ 県 127 万円 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 127 万円 
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 エ 子育て応援  

 
① 【新】こども誰でも通園制度（保育振興課） 
 

≪事業の目的≫ 

令和８年度から全国一斉実施の「乳児等通園支援事
業（こども誰でも通園制度）」を実施することで、全
ての子育て世帯の保育所等の利用を可能とし、就学前
のこどもの良質な成育環境を整備します。 

 
≪事業の内容≫ 

就労要件を問わず時間単位で保育所等を利用できる制度 
・利用時間：月１０時間以内 
・利用対象者：満３歳未満の子どもで通園していない者 

 人件費相当分 678 万円 
 各種加算相当分（初回対応加算、保護者支援面談加算等） 81 万円 
 備品購入費等補助 25 万円 

 
 
 

 
② 【新】放課後児童クラブ昼食提供支援事業（試行）（子ども育成課） 
 

≪事業の目的≫ 

保護者の負担軽減を図るため、夏休み期間中の放課
後児童クラブでの昼食（宅配弁当）提供を試行し、課
題等を研究します。 

 
≪事業の内容≫ 

◆ 昼食提供支援業務（容器洗浄、残さ処理等） 
 
 
 
 

③ 【新】ひとり親家庭体験学習支援事業（子ども家庭課） 
 

≪事業の目的≫ 

こどもが育つ家庭環境による体験機会の格差を是
正し、こどもたちの健やかな成長を支援するため、ひ
とり親家庭の小・中学生を対象に、自然体験や歴史学
習など多様な体験の機会を提供します。 
 
≪事業の内容≫ 

 小学生対象事業 
神戸三田アウトドアビレッジ TEMIL（テミル）でデイキャンプを開催します。 
参加費支援等 91 万円 

 中学生対象事業 
友好都市である浦河町へ派遣し、厩舎スタッフ体験や赤心社記念館学習などを行います。 
参加費支援等 244 万円 
 

※ ありがとう！三田っ子応援基金を活用して実施します。 
 

 

 

事 業 費 784 万円 

財 

源 

国 ・ 県 664 万円 

市 債  - 

そ の 他  - 

市 税 等 120 万円 

 

事 業 費 6 万円 

財 

源 

国 ・ 県 4 万円 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 2 万円 

 

事 業 費 335 万円 

財 

源 

国 ・ 県 223 万円 

市 債 - 

基 金 112 万円 

市 税 等 - 
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事 業 費 3,255 万円 

財 

源 

国 ・ 県 1,260 万円 

市 債  - 

そ の 他 - 

市 税 等 1,995 万円 

 

 
④ 【拡】ひとり親家庭学び直し支援事業（子ども家庭課） 
 

≪事業の目的≫ 

ひとり親家庭の学び直しを支援し就職や転職に向
けた可能性を広げることで、正規雇用を中心とした就
業につなげていきます。 

 
≪事業の内容≫ 

 高等学校卒業程度認定試験受講費用等支援 30 万円 
 【拡】大学等入学費用支援 18 万円 
 【拡】大学等授業料支援 40 万円 
 

 

 
⑤ 【新】小学校給食費の公費負担（学校給食課） 
 

≪事業の目的≫ 

国による子育て支援施策の拡充に伴い、小学校給食
費に対する新たな自治体への支援が実施されます。 

三田市では、この枠組みを活用するとともに、国が
示す基準額では賄いきれない不足分についても市が
負担します。 
これにより、保護者の経済的な負担を軽減するとと

もに、引き続き質の高い学校給食を提供していきます。 
 

≪事業の内容≫ 

 小学生の給食費について、国からの支援額と市の
負担により、保護者負担額を「ゼロ」とします。  

 
（内訳） 
・国財源による負担 3 億 796 万円 
・市による負担    3,019 万円 
・保護者負担 ゼロ 

 
※ 市負担分はありがとう！三田っ子応援基金を活用して実施します。 

 
 
 

  オ 不登校対策 
 

① 【拡】こどものサポーター配置事業（学校教育課） 
 

≪事業の目的≫ 

不登校や教室に入りづらいなど、学校生活に困り感
を抱く児童生徒の増加への対策として、小中学校に
「こどものサポーター」を配置し、校内サポートルー
ム等で個に応じた学習や生活の支援を行います。 

 

≪事業の内容≫ 

「こどものサポーター」を小学校 16 校、中学校８校に配置することで、校内サポートルー
ムを安心できる居場所として利用できるようにし、一人一人に応じた支援を継続的に行いま
す。 

 

 

 

事 業 費 3 億 3,815 万円 

財 

源 

国 ・ 県 3 億 796 万円 

市 債  - 

基 金  3,019 万円 

市 税 等 - 

 

事 業 費 88 万円 

財 

源 

国 ・ 県 66 万円 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 22 万円 
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 カ 学校園の安全対策  

 
① 【新】小中学校体育館空調設置事業（教育総務課） 
 

≪事業の目的≫ 

近年の酷暑（気温の上昇、期間の長期化）により、
安全面に問題が生じている小中学校の体育館に空調
設備を設置することで、児童生徒の熱中症対策を図り
ます。また、災害時の避難所機能充実につなげます。 

 
≪事業の内容≫ 

 設計業務委託費（小学校 5校、中学校 2校） 
 すずかけ台小、あかしあ台小、けやき台小、ゆりのき台小、三田小 
 けやき台中、ゆりのき台中 

 
 
 

 
② 中学校防犯カメラ設置事業（教育総務課） 

 

≪事業の目的≫ 

生徒の安全確保のため、中学校に防犯カメラを増設
し、学校施設における防犯対策の強化を図ります。 

 
≪事業の内容≫ 

 中学校昇降口への防犯カメラ設置費（21 台） 
 

※ ありがとう！三田っ子応援基金を活用して実施します。  
 

 
  

事 業 費 3,261 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債  3,250 万円 

そ の 他  - 

市 税 等 11 万円 

 

事 業 費 462 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債  - 

基 金  462 万円 

市 税 等 - 
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③ 幼稚園・小中学校施設改修事業（各施設所管課） 

 

≪事業の目的≫ 

園・校舎などの大規模改修工事等を行うことで、子
どもたちの安全・安心で質の高い学校園生活を確保し、
教育環境の充実を図ります。 

 
 

≪事業の主な内容≫ 
◆ 三田幼稚園大規模改修工事（幼児教育振興課）     8,560 万円 
  （財源：国 525 万円、市債 7,790 万円、市税等 245 万円） 
・施設概要 築 49 年(昭和 51 年）、鉄筋コンクリート造 1 階建て 

延床面積 1,019 ㎡ 
・外構工事 

 
◆ 三輪小学校大規模改修工事（Ⅱ期）（教育総務課）           2 億 919 万円 
 （財源：国 5,477 万円、市債 1億 4,720 万円、市税等 722 万円） 

・施設概要 築 59 年（昭和 41 年）、鉄筋コンクリート造 3 階建て 
延床面積 5,758 ㎡ 

 
◆ 三田小学校大規模改修工事（Ⅰ期）（教育総務課）          2 億 6,635 万円 
（財源：国 6,790 万円、市債 1億 9,050 万円、市税等 795 万円） 
・施設概要 築 53 年（昭和 47 年）、鉄筋コンクリート造 4 階建て 

延床面積 7,204 ㎡ 
   （債務負担行為：R9 2 億 9,378 万円） 
   
  ◆ あかしあ台小学校エレベーター棟増築工事（教育総務課）            3,328 万円 

（財源：国 880 万円、市債 2,300 万円、市税等 148 万円） 
 
  ◆ ゆりのき台中学校エレベーター棟増築工事（教育総務課）          5,241 万円 

（財源：国 1,038 万円、市債 3,950 万円、市税等 253 万円） 
 

◆ 三輪小学校グラウンド改修工事（教育総務課）                    1,420 万円 
（財源：市債 1,060 万円、基金 360 万円） 

 
◆ 武庫小学校エレベーター棟増築工事設計（教育総務課）                 764 万円 

（財源：市債 540 万円、基金 224 万円） 
 

◆ 狭間中学校エレベーター棟増築工事設計（教育総務課）                 818 万円 
（財源：市債 580 万円、基金 238 万円） 

 
  ※公共施設等整備基金、ありがとう！三田っ子応援基金を活用して実施します。 
 

 
 
 

  

事 業 費 6 億 7,685 万円 

財 

源 

国 ・ 県 1 億 4,710 万円 

市 債 4 億 9,990 万円 

基 金 822 万円 

市 税 等 2,163 万円 
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小学校 1,600 万円 

中学校 1,200 万円 

（財源：市税等 2,800 万円） 

事 業 費 22 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債  - 

そ の 他 - 

市 税 等 22 万円 

 

 
④ 小中学校、給食センター施設維持補修費等（各施設所管課） 
 

≪事業の目的≫ 

老朽化が進む小中学校、給食センターの施設や設備
の維持補修等を適切に実施し、児童生徒が安全かつ円
滑に学校生活を送れる環境を整備します。 

 
≪事業の主な内容≫ 

 校舎屋根、外壁等修繕（教育総務課） 
・小学校 5校・中学校 2 校 

 
 プールろ過装置修繕（教育総務課） 

・小学校４校、中学校 2 校 
 

 プールサイド等修繕（教育総務課） 
・中学校 2校 

 
 放送設備修繕（教育総務課） 

・小学校 2校・中学校 1 校 
 

 太陽光発電設備修繕（教育総務課） 
・小学校 1校・中学校 1 校 

 
 便器洋式化工事  （教育総務課） 473 万円 

・小学校 1校・中学校 1 校 
（財源：市債 340 万円、基金 133 万円） 

 
 あかしあ台小学校普通教室床改修工事（教育総務課） 1,436 万円 

（財源：市債 1,070 万円、基金 366 万円） 
 

 つつじが丘小学校外壁改修工事 （教育総務課） 752 万円 
（財源：市債 670 万円、基金 82 万円） 

 
 給食センター設備修繕（学校給食課）                1,359 万円 

・ゆりのき台給食センター屋上換気扇修繕（12 基） 
・清水山給食センター連続式ガスフライヤ―、連続焼き物機、ボイラー附属機器  
（財源：市税等 1,359 万円） 

 
※ 公共施設等整備基金、ありがとう！三田っ子応援基金を活用して実施します。 

 
 

 キ 学校生活の充実 
 

① 【新】中学生サミット実施事業（学校教育課） 
 

≪事業の目的≫ 

令和４年に「こども基本法」が成立し、こどもの権
利擁護や意見を表明する機会の確保等が法律上位置
付けられたことを受け、生徒の健全な成長や自立を促
すためにも、各校の代表者が一堂に会して意見を述べ、
他者との対話や議論を通じて考える「三田市中学生サ
ミット」を開催し、各校の生徒会活動の充実や生徒一
人ひとりの主体的な活動につなげます。 

 

≪事業の内容≫ 

生徒の意見表明の場や主体的な活動を充実させるため、三田市中学生サミットを開催します。 
◆ 報償費 6 万円 
◆ 会場使用料及びタクシー代 16 万円 

 

事 業 費  6,820 万円 

財 

源 

国・県 - 

市 債 2,080 万円 

基 金 581 万円 

市税等 4,159 万円 
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事 業 費 2,486 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債  - 

そ の 他 - 

市 税 等 2,486 万円 

 

 
② 【拡】小学校水泳授業民間施設利用事業（教育研修所） 
 

≪事業の目的≫ 

市内の民間施設を活用して水泳授業を実施するこ
とで、児童の水泳技能の向上、プール維持管理コスト
と水泳指導に関する教員の負担の軽減を図ります。 

    

≪事業の内容≫ 

 市内のスポーツ施設で水泳授業を行い、専門水泳指導員から泳法を学びます。 
なお、対象となる小学校を R7 の 14 校から R8 は 16 校に拡大します。 

実施済：三輪小、志手原小、小野小、高平小、母子小、松が丘小、富士小、弥生小 
藍小、本庄小、広野小、狭間小、すずかけ台小、つつじが丘小 

R8：武庫小、学園小で新たに実施 
 
 
 
 

③ 新統合中学校建設事業（学校再編課） 
 

≪事業の目的≫ 

上野台中学校と八景中学校を統合することにより、
生徒にとって望ましい学校規模を確保し、教育環境の
充実を図ります。 
 
≪事業の内容≫ 

 新統合中学校建設基本設計・実施設計等業務 1 億 5,660 万円 
（債務負担行為：R9～R10 3 億 330 万円） 

 用地補償総合技術業務 4,869 万円 
 用地・補償・登記業務等 7 億 4,787 万円 
 その他事務費 130 万円 
  
※ 公共施設等整備基金を活用して実施します。 
 

 
 
 

④ 学校給食センター整備基本計画策定事業（学校給食課） 
 

≪事業の目的≫ 

稼働から 30 年を超え、老朽化した施設・設備の更
新とともに、厳格化する衛生管理基準への対応を図り、
将来の三田にふさわしい学校給食センターを整備し
ます。これにより、今後も持続的で安全・安心な学校
給食の提供を目指します。 
 

≪事業の内容≫ 

令和８年５月に策定予定の基本構想に基づき、新たな学校給食センターの諸室や配送計画
等の詳細をまとめた基本計画を策定するとともに、本事業における最適な整備運営手法につ
いて評価・検証し、事業の枠組みを取りまとめます。 
（債務負担行為：R8 0 円、R9 990 万円） 

 
 
 
 
 

事業費(2 年間） 990 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債  - 

そ の 他 - 

市 税 等 990 万円 

 

事 業 費 9 億 5,446 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 8 億 2,410 万円 

基 金 1 億 2,906 万円 

市 税 等 130 万円 
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ク 障害者（児）の自立支援  

 
① 【新】重度訪問介護利用者の大学修学支援（障害福祉課） 
 

≪事業の目的≫ 

重度障害者が修学するために必要な支援体制を大
学が構築できるまでの間において、重度障害者に対し
て修学に必要な身体介護等を提供し、もって、障害者
の社会参加を促進します。 

 
≪事業の内容≫ 

 重度障害者に対して、大学等への通学中及び大学等への敷地内における身体介護等を提供
することで、大学等への修学を支援します。 

◆ 扶助費（9時間×180 日分相当） 

 
 
 

(6)美しいまち三田 
 

① 公園緑地マネジメント事業（建設課） 
 

≪事業の目的≫ 

緑の基本計画を改定することにより、公園や緑地な
どのみどりのあり方や目指すべき方向性を明らかに
し、民間活力を用いた新たな管理手法等の導入を図る
ことで、魅力ある公園・緑化空間づくりに取り組みま
す。 

 
≪事業の内容≫ 

◆ 緑の基本計画改定 1,225 万円 
◆ 公園施設への民間活力導入検討調査（深田公園） 670 万円 

 
 
 
 

② 都市計画図の更新及び公園・街路樹情報の電子化事業（都市デザイン課・管理課） 
 

≪事業の目的≫ 

最新の航空写真等を用いて地形図情報を更新する
とともに、運用中の公開型 GIS を活用して公園情報の
配信や街路樹情報の新たな公開を行い、住民・事業者
に最新かつ視覚的にわかりやすい情報を提供するこ
とで、住民サービスの更なる向上を図ります。 

 
≪事業の内容≫ 

◆ 都市計画図（地形図）の更新事業 4,800 万円 
◆ 公園・街路樹情報の電子化事業 891 万円 

 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 費 1,895 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 1,895 万円 

 

事 業 費 376 万円 

財 

源 

国 ・ 県 282 万円 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 94 万円 

 

事 業 費 5,691 万円 

財 

源 

国 ・ 県 2,846 万円 

市 債     2,560 万円 

そ の 他  - 

市 税 等 285 万円 
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③ 【拡】公園管理報償金の見直し（管理課） 
 

≪事業の目的≫ 

公園や緑地の除草・清掃等の活動を行う地域団体に
交付する報償費を見直すことで、管理活動をより一層
支援し、市民との協働によるまちづくりを推進します。 

 
 
≪事業の内容≫ 

 協定に基づく報償費(除草作業・低木剪定・トイレ清掃等)  
（うち除草作業に対する拡充：72 万円） 

 
 
 
 

④ 道路・都市公園等植栽管理事業（管理課） 
 

≪事業の目的≫ 

道路や都市公園等の除草・剪定を適切に行い緑豊か
で美しい景観を維持します。また、住宅地や道路に面
する公園、周辺緑地等の枯木等、危険木の調査・伐採
を行い、市民の安全な暮らしを守ります。 

 
≪事業の内容≫ 

 道路植栽管理業務委託 2 億 2,475 万円 
 都市公園植栽管理業務委託 1 億 2,717 万円 
 公園木伐採処分事業 275 万円 
 危険木調査・伐採 675 万円 
 
※ 北摂三田ニュータウン施設整備管理基金を活用して実施します。 

 
 
 

 
⑤ 木と竹の駅プロジェクト推進事業（里山保全課） 

 

≪事業の目的≫ 

里山林を整備し、伐採木竹から薪やチップ等を作成、
販売する「木と竹の駅プロジェクト」を補助するなど
により、明るい里山づくりと森林資源の循環利用につ
なげます。 
 
≪事業の内容≫ 

 集落周辺里山林整備事業（調査設計業務） 520 万円 
 集落周辺里山林整備事業（整備実施業務） 1,100 万円 
 里山林整備担い手育成講座 19 万円 
 【新】木と竹の駅プロジェクト事業補助金 170 万円 
 
※ 森林整備やその促進等のための取組という趣旨に則り、森林環境譲与税を活用して事業

を実施します。また、これまでグリーン・クリーン基金に積み立てた森林環境譲与税相
当分も一部活用して実施します。 

 
 
 
 
 
 

事 業 費 1,504 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 1,504 万円 

 

事 業 費 1,809 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

基 金 709 万円 

市 税 等 1,100 万円 

 

事 業 費 3 億 6,142 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

基 金 1 億円 

市 税 等 2 億 6,142 万円 
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⑥ 新ごみ処理施設整備事業（クリーンセンター） 
 

≪事業の目的≫ 

安全・安心な市民生活を維持し、経済性に優れた廃
棄物処理と最新鋭の技術により周辺環境負荷を最小
化する新ごみ処理施設の整備を進めていきます。 

 
≪事業の内容≫ 

 設計・工事にかかる監理業務委託 3,240 万円 

［全体事業費：R5～R10    1 億 6,500 万円］ 

 新施設建設工事 26 億 7,399 万円 

［全体事業費：R5～R10   209 億 1,625 万円］ 

［参考］運転開始後の管理委託：R10～R29 117 億 510 万円 

 新施設建設工事における製品の現地工場検査のための事務経費 11 万円 

 
※ 公共施設等整備基金を活用して実施します。 

 
 
 
 
⑦ 第５次一般廃棄物処理基本計画策定事業（クリーンセンター） 

 

≪事業の目的≫ 

第４次一般廃棄物処理基本計画の計画期間が令和
９年度までのため、令和８年度は次期計画策定に向け
たアンケート調査を実施します。 
※廃棄物の処理及び清掃に関する法律第６条の規定

に基づく計画 
 

≪事業の内容≫ 

 アンケート調査及び集計分析業務委託 
（債務負担行為：R9 586 万円） 
※令和９年度は、アンケート調査結果に基づき計画を策定します。 

 
 
 
 

⑧ 【拡】クビアカツヤカミキリ対策事業（環境政策課・地域づくり推進課・管理課・教育総務課） 
 

≪事業の目的≫ 

特定外来生物クビアカツヤカミキリの被害状況を
把握し防除等の対策を行うことで、サクラなどの市内
観光資源を守ります。 

 
 
≪事業の内容≫ 

 被害発生場所周辺地域における被害状況調査 203 万円 
 被害拡散防止対策費用（被害木の伐採・焼却など） 1,003 万円 

 
 
  

事 業 費 1,206 万円 

財 

源 

国 ・ 県 603 万円 

市 債  - 

そ の 他  - 

市 税 等 603 万円 

 

事 業 費 27 億 650 万円 

財 

源 

国 ・ 県 8 億 7,435 万円 

市 債 15 億 8,760 万円 

基 金 2 億 4,444 万円 

市 税 等 11 万円 

 

事 業 費 244 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 244 万円 
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(7)安全安心で利便性にすぐれた基盤づくり 

 

  ア 地域医療の安心 
   

① 新病院整備関連事業（地域医療推進課、市民病院事務局、財政課） 
 

≪事業の目的≫ 

医師の確保や施設の老朽化等の課題を解決し、市民
の命を将来にわたって守り抜くため、三田市民病院と
済生会兵庫県病院を再編統合し、新病院を整備するこ
とにより、三田・北神地域の急性期医療の充実を目指
します。 

 
≪事業の内容≫ 

 現三田市民病院跡地活用事業者選定事業（地域医療推進課） 
現三田市民病院の施設等を有効に活用し、市民サービスの向上を図るため、 

現三田市民病院における跡地活用の事業者（候補者）選定を行います。 240 万円 
 

 新統合病院整備候補地基礎調査事業（市民病院事務局） 
新病院の整備候補地にかかる用地測量、物件調査、土地鑑定評価、地図訂正・

地積更正申請手続業務及び土地収用法に基づく事業認定の事前相談支援、申 
請図書の作成等を行います。 2,095 万円 
［全体事業費］令和 5～8年度 総額：1 億 5,529 万円  

 
 新統合病院基本設計・実施設計策定事業（市民病院事務局） 

新病院の基本設計及び実施設計を行います。 5 億 1,900 万円(＊1,685 万円) 
［全体事業費］令和 7～9年度 総額：8 億 2,423 万円 

 
 新統合病院整備支援（コンストラクション・マネジメント）事業（市民病院事務局） 

建設事業において発注者の側に立ち、専門家として建設事業の質を高めるた
めの支援を行います。企画・設計・発注等の各段階において、コスト削減、品 
質確保、工程・情報等の管理を行います。 3,300 万円(＊251 万円) 

［全体事業費］令和 6～9年度 総額：7,978 万円 
 

 新統合病院開院支援事業（市民病院事務局） 
設計・施工・開院準備の各段階で必要となる医療機器・什器・備品整備、医

療情報システム整備、物流管理システム整備等について専門的な視点からの支 
援を受け、円滑な推進に向けた方策を講じます。 3,800 万円(＊3,800 万円) 
［全体事業費］令和 7～9年度 総額：8,800 万円 

 
 埋蔵文化財本掘調査事業（市民病院事務局） 

新病院整備予定エリア内に存する埋蔵文化財の本掘調査を実施します。 
 2 億 5,100 万円 

 
 パイプライン布設替事業（市民病院事務局） 

新病院整備予定エリア内に存する農業用水管路・排水路の布設替え工事を行
います。 4,500 万円 

 
 環境影響評価手続きにかかる動植物調査等事業（市民病院事務局） 

新病院整備において必要となる環境影響評価手続きにかかる動植物調査を 
行います。 1,537 万円(＊1,537 万円) 

 
 新統合病院用地取得関連事業（市民病院事務局） 

新病院整備用地の取得や関連する手続（物件補償等）を行います。 
 11 億 5,554 万円(＊340 万円) 
 

 【新】地域医療確保基金積立金（財政課、地域医療推進課） 
新病院整備にかかる財政負担への備え及び地域医療の確保のために、基金に 

積み立てます。 3 億 2,800 万円 
 

＊一般会計繰出金 合計:7,613 万円  

事 業 費 24 億 826 万円 

財 
源 

国 ・ 県 - 

市 債 20 億 173 万円 

そ の 他 2,800 万円 

市 税 等 3 億 7,853 万円 
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② 市民病院事業会計支出金（財政課） 
 
≪事業の目的≫ 

三田市民病院は、令和８年度から指定管理者制度を
導入し、兵庫県済生会が指定管理者として同病院を運
営します。 

指定管理移行後も、これまで同様に信頼される地域
中核病院として安心で良質な急性期医療を安定的か
つ継続的に提供し、地域の医療に貢献します。 

指定管理移行に伴い発生する費用や、病院運営、新
病院整備事業に対し、一般会計からの支援を行います。 

 
≪事業の内容≫  

 地方公営企業への繰出基準に基づくもの 1 億 448 万円 
・建設改良にかかる企業債の償還経費   1 億 448 万円 
 

 市独自支援 14 億 8,509 万円 
・指定管理料 5 億 7,000 万円 
・退職手当特別負担金・退職手当債の償還経費等 1 億 6,460 万円 
・済生会での継続勤務による現給保障 3 億 9,405 万円 
・済生会での継続勤務による賞与引当金相当分 2 億 8,530 万円 
・医師・看護師修学資金貸与制度 1,962 万円 
・現病院会計運営関係費等 5,152 万円 

 
 新病院整備関連【＊再掲】 7,831 万円 

・新統合病院実施設計策定事業   1,685 万円＊ 
・新統合病院整備支援(コンストラクション･マネジメント)事業 
 251 万円＊ 
・新統合病院開院支援事業 3,800 万円＊ 
・環境影響評価手続きにかかる動植物調査等事業 1,537 万円＊ 
・新統合病院用地取得関連事業 340 万円＊ 
・借入金償還経費 218 万円 

 
 
 
  イ 皆で支える地域公共交通 
 

① 【拡】公共交通の魅力発信事業（交通政策課） 
 

≪事業の目的≫ 

公共交通の重要性や魅力を発信することにより、公
共交通の利用促進や運転士の担い手を確保し、公共交
通ネットワークの持続性の向上を図ります。 

 
≪事業の内容≫ 

 公共交通イベント経費 22 万円 

 【拡】公共交通の乗り方教室等 20 万円 

 【拡】バス車両ラッピング料 70 万円 

 

 
 
 
 
 
 

事 業 費 112 万円 

財 

源 

国 ・ 県 21 万円 

市 債 - 

そ の 他  - 

市 税 等 91 万円 

 

事 業 費 16 億 6,788 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債  - 

そ の 他 - 

市 税 等 16 億 6,788 万円 
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② 【拡】乗合交通導入運行事業（交通政策課） 
 

≪事業の目的≫ 

地域・市・交通事業者の共創により、地域の実情に
応じた予約型の乗合運行による新たな地域内交通の
導入を図り、公共交通ネットワークの構築を進めます。 

 
≪事業の内容≫ 

 乗合タクシー運行業務（本庄地区・広野地区北部） 1,890 万円 

 相乗りタクシー運行補助金（志手原校区） 220 万円 

 

 
 

  ウ 非常時への備え 
 

① 指令事務の共同運用事業（消防総務課） 
 

≪事業の目的≫ 

救急車・消防車の出動を指令する「消防指令事務」
を三田市と神戸市で共同運用することで、消防体制の
強化を図ります。また、消防用ドローンを導入し災害
現場の映像を共同指令センターと共有することで、よ
り迅速かつ的確に救助活動等を行います。 

 
≪事業の内容≫ 

令和 9年度からの運用開始に向け、システム整備を進めます。 
 神戸市に支払う負担金  2 億 7,936 万円 
 試行運用に伴う回線通信費、システム利用料等 796 万円 
 無線改修・電話設備更新等業務委託 1 億 5,257 万円 
 消防用ドローン購入費 720 万円 
 その他備品購入費 552 万円 

 
 
 
 

② 水槽付消防ポンプ自動車（3 号車）更新（消防総務課） 
 

≪事業の目的≫ 

老朽化した消防車を計画的に更新することで、故障
リスクを低下させ、消防力の強化及び充実を図り市民
の生命、身体及び財産を守ります。 

 

≪事業の内容≫ 

 車両購入費 （債務負担行為：R8 0 円、R9 9,798 万円） 
 重量税等事務費 （債務負担行為：R8 0 円、R9   16 万円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 費 2,110 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 2,110 万円 

 

事 業 費 4 億 5,261 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 4 億 2,800 万円 

そ の 他 - 

市 税 等 2,461 万円 

 

事業費(2 年間) 9,814 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 9,790 万円 

そ の 他 - 

市 税 等 24 万円 
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③ 高規格救急自動車（94 号車）更新（消防総務課） 

  
≪事業の目的≫ 

老朽化した救急車を計画的に更新することで、故障
リスクを低減させ、市民の命を守るための手段として
の信頼を確保し、緊急時対応能力の維持を図り市民の
生命、身体及び財産を守ります。 

 

≪事業の内容≫ 

 ◆ 車両購入費 4,512 万円 
◆ 重量税等事務費 16 万円 

 
 

  エ 安全安心なインフラ 
 

① アンダーパス冠水対策事業（管理課） 
 

≪事業の目的≫ 

大雨時の車両通行の安全を確保するため、冠水した
アンダーパスへの物理的な通行規制措置としてバル
ーン式仮封鎖装置を設置します。 

 
≪事業の内容≫ 

 バルーン式仮封鎖装置設置工事（市道三輪川除武庫川線） 
 
 
 

② 橋梁等長寿命化関連事業（建設課） 
 

≪事業の目的≫ 

長寿命化修繕計画に基づき、市内における道路橋の
修繕を行い、耐震化の推進と長寿命化・ライフサイク
ルコストの縮減を図ります。 

 
 
≪事業の内容≫ 

 橋梁修繕設計（中央駅歩道橋等）、定期点検（センチュリー大橋等） 
 1 億 3,955 万円 

 橋梁修繕工事（環状南橋等） 1 億 3,010 万円 
 耐震工事（えるむ橋） 1 億 4,597 万円 

 
 
 

③ 公園施設長寿命化対策事業（建設課） 
 

≪事業の目的≫ 

公園施設長寿命化計画に基づき、遊具更新やテニス
コートなど各公園施設の修繕を行い、長寿命化・ライ
フサイクルコストの縮減を図ります。 

 
 

≪事業の内容≫ 

 公園施設長寿命化計画更新 3,724 万円 
 長寿命化対策工事 遊具更新（三田谷公園・小寺遊園地等） 2,587 万円 
 長寿命化対策工事 駒ケ谷運動公園テニスコート人工芝修繕 1,794 万円 

事 業 費 8,105 万円 

財 

源 

国 ・ 県 3,362 万円 

市 債 1,350 万円 

そ の 他 - 

市 税 等 3,393 万円 

 

事 業 費 4 億 1,562 万円 

財 

源 

国 ・ 県 1 億 9,846 万円 

市 債 1 億 5,470 万円 

諸 収 入 200 万円 

市 税 等 6,046 万円 

 

事 業 費 4,528 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 4,510 万円 

そ の 他 - 

市 税 等 18 万円 

 

事 業 費 820 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 610 万円 

そ の 他 - 

市 税 等 210 万円 
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  オ 公共施設維持管理 
 

① 公共施設維持補修費（各施設所管課） 
 

≪事業の目的≫ 

各施設の目的・用途等を考慮し、その機能を維持す
るとともに、利用者が安全・安心で快適に利用できる
環境を確保するため必要な改修等を行います。 

 
 

≪事業の内容≫ 

◆ 広野市民センタートイレ改修工事（地域づくり推進課） 4,989 万円 
（財源：市債 4,490 万円、基金 499 万円） 

 
◆ 勤労者体育センター照明 LED 化工事（地域づくり推進課） 652 万円 

（財源：市債 580 万円、基金 72 万円） 
 

◆ 三輪児童クラブ整備工事（子ども育成課） 1 億 4,951 万円 
（財源：国・県 8,855 万円、市債 4,870 万円、基金 1,226 万円） 

 
◆ かるがも園大規模改修工事設計（障害福祉課） 2,579 万円 

（財源：市債 2,300 万円、市税等 279 万円） 
 

◆ 総合福祉保健センター屋根・外壁等改修工事（健康増進課）2 億 7,801 万円 
（財源：市債 2億 5,020 万円、基金 2,781 万円） 

 
◆ 1 分団（京口）器具庫建設工事（消防総務課） 7,790 万円 

（財源：市債 7,760 万円、市税等 30 万円） 
 

◆ ごみ処理施設点検、修繕等（クリーンセンター）    8,283 万円 
（財源：基金 8,283 万円） 
・燃焼用加熱管修繕・ろ過式集じん機点検整備等 

 
◆ 環境センター施設点検、修繕等（クリーンセンター）    7,732 万円 

（財源：市債 5,790 万円、基金 1,942 万円） 
・残渣処理装置耐火材修繕、計量装置更新等 

 
※ 公共施設等整備基金を活用して実施します。 

 
 
 
 

② 総合文化センターのあり方検討事業（文化スポーツ課） 
 

≪事業の目的≫ 

持続可能性も視野に入れながら、これからの文化施
設に必要な機能を改めて精査した上で、総合文化セン
ターの機能更新に向けた基本方針を策定します。 

 
 
≪事業の内容≫ 

令和８年度は、市民意見を聴取しながら、市民ニーズや時代にあった文化施設の機能を検討します。 

 文化施設機能検討支援業務委託 270 万円 
 検討委員会、ワークショップ等実施経費 25 万円 

 
 
 
 
 

事 業 費 7 億 4,777 万円 

財 

源 

国 ・ 県 8,855 万円 

市 債 5 億 810 万円 

基 金 1 億 4,803 万円 

市 税 等 309 万円 

 

事 業 費 295 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他  - 

市 税 等 295 万円 
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(8)信頼される市役所 
 

① 【新】戸籍証明書コンビニ交付サービス事業（市民課） 
 

≪事業の目的≫ 

全国のコンビニエンスストアで戸籍証明書の取得
を可能とすることで、利便性の向上を図ります。 

 
 
≪事業の内容≫ 

◆ コンビニ交付システム導入業務 
 
 
 
② 【新】業務削減推進事業（人事戦略課） 
 

≪事業の目的≫ 

多様化する市民ニーズに応え、良質な市民サービス
を継続的に提供するため「業務量・必要人員」を客観
的に可視化し、「業務削減方法」を決定するための調
査を全職員向けに実施することで、実質的な業務削減
につなげます。 

 
≪事業の内容≫ 

 業務調査・ヒアリングによる現状把握、分析による課題と改善策の検討など 
 

 
 

③【新】市庁舎刷新計画推進事業（財産管理課） 
 

≪事業の目的≫ 

多様な働き方が求められる昨今、職員が働きやすく
市民にも居心地のよい環境を創出し、新しい柔軟な働
き方を実現することで、業務の生産性や創造性を高め、
市民サービスの向上を図ります。 

 
≪事業の内容≫ 

 職員アンケートによる現状調査、課題分析と試験導入オフィスによる改善策の提案 
 

 

(9)その他 
 

① 水道基本料金の免除（経営管理課） 
 

≪事業の目的≫ 

物価高騰の影響を受けている市民や事業者を幅広
く支援するため、令和８年３月から６月検針分の水道
基本料金を免除します。 

 
≪事業の内容≫ 

 水道基本料金の免除相当額 2 億 4,500 万円 
 水道基本料金免除通知の印刷及び郵送費 765 万円 
 
※ 三田市水道事業会計予算 

(財源：重点支援地方創生臨時交付金 2 億 5,265 万円) 

事 業 費 1,804 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債 - 

そ の 他 - 

市 税 等 1,804 万円 

 

事 業 費 1,705 万円 

財 

源 

国 ・ 県 853 万円 

市 債 760 万円 

そ の 他  - 

市 税 等 92 万円 

 

事 業 費 2 億 5,265 万円 

財 

源 

国 ・ 県 2 億 5,265 万円 

市 債  - 

そ の 他 - 

市 税 等  - 

 

事 業 費 160 万円 

財 

源 

国 ・ 県 - 

市 債  - 

そ の 他  - 

市 税 等 160 万円 
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この冊子は再生紙を使用しています。 
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